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1. 概要 

筆者らは、これまで小型軽量なパーソナルモビリティと

して超軽量小型モビリティ ULV (Ultra Light-weight 

Vehicle) の開発を行ってきた。2023 年度は、従来のコン

セプトを拡張し、共通のシャーシで複数の用途に利用可

能なマルチベネフィット型モビリティのプロトタイプを複数

モデルの開発し、南栗橋BRIDGE LIFE Platform (BLP)構

想や秩父市のMaaSプロジェクトでの活用を検討した。 

2. 2023年度の研究成果 

 地域の課題は、モビリティの問題に集約される。しかし

ながら、従来のハードウェアを置き換えるアプローチでは

根本的な解決に至らない。そこで、モビリティ機器の稼働

率を向上させるために、One-Service Multi-Benefitの概念

に基づいたモビリティの提案を行った。将来的には、シュ

タットベルケのような地域マネジメント主体により運用する

ことが有効と考えている。 

2023年度は、埼玉県久喜市南栗橋駅前街区「BRIDGE 

LIFE Platform (BLP) 構想」と連動する形で複数モデル

のマルチベネフィット型モビリティの開発を行い、そ

れを用いた性能評価や PoCを継続的に実施した（図 1-

4）。また、秩父市の MaaS プロジェクトでは、災害時で

の活用等を想定したモビリティステーションのコンセプ

トを提示するとともに、そのユースケースを検討した。 

3. 次年度の研究計画 

・ 南栗橋駅前街区の BLP 構想では、マルチベネフィ

ット型モビリティによるモビリティシェアリング

や、宅配等での利用を想定した自動配送を組み合

わせた実証を行うことを目的としている。 

・ 秩父市の MaaS プロジェクトでは、モビリティス

テーションやマルチベネフィット型モビリティを

組み合わせたユースケースを提示し、よりコンパ

クトな実用性の高いモデルを開発する。  

 

図 1 南栗橋駅前街区における BRIDGE LIFE Platform

構想における次世代モビリティプロジェクト 

 

 

図 2 開発したマルチベネフィット型モビリティ 

 

 

図 3 自立型モビリティステーション 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 南栗橋 BLPにおける実証試験に向けた準備状況 
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戸建住宅街区

クラブハウス（集会所）にソーラ
ーポート・モビリティステーション

・ごみ集積所には、ダストボックスを設置予定
→一部をスマートごみ箱への置き換えを提案

店舗内のスマートごみ箱、バック
ヤードにおける非接触反転装置
の提案

・駅前には、ソーラーポート・モビリティステーション
・遊休拠点を活用した遠隔監視センター

ソーラーポート・
モビリティステーション

スマートごみ箱
（動くごみ箱）

Howdy USE
最高速度：6km/h

スケール：ミニカーサイズ
運用方法：移動販売

WHILL CRモデル
最高速度：6km/h

スケール：遠隔操作小型車
運用方法：商品配送(遠隔操作)

マルチベネフィットトレーラー
最高速度：6km/h

スケール：ミニカー
運用方法：商品配送(自動運転)

Howdy Assist
最高速度：6km/h

スケール：歩行補助車等
運用方法：シェアリング

Howdy Trans
最高速度：20km/h

スケール：特定小型原動機付自転車
運用方法：商品配送，シェアリング

(有人，自動運転)

自動配送ロボット(KCCS社)

最高速度：15km/h

スケール：ミニカーサイズ
運用方法：商品配送，移動販売


